


◎事業の日程について                                           ２／２ 

月日     内容 想定事業効果 

（参加人数等） 

事業効果 

（実績） 

６月 再利用歴史的建造物の調査とノミネート   

７月 審査員依頼とレクチャー   

８月 パンフレット作成と市民参加誘致に向けた配布   

９月１３日 小樽歴史的建造物再利用コンテスト実施 ３００人 ２００人 

 

◎事業評価について                               

１．事業の目的の達成度 

 出展棟数８１件と目標の１００件には至りませんでしたが、今回取材をさせて頂いた８１件の地図も作成す

ることができました。 

 また、北海道新聞にも今回のコンテストのことを掲載していただけたので、市民のみなさんに小樽の古い建

物の活用価値を知っていただけたと思います。 

２．参加した方々や、周辺の方々の満足度 

 何よりも、出展された現在活用されておられる皆様の大きな力になれたと実感しました。 

コンテストそのものは手段でしかありませんでしたが、選ばれた方が大変嬉しそうで私たちが反対に勇気を

貰ったほどです。 

 また、開催中小樽の街を説明する立場の方々が、熱心にパネルをご覧になったり、写真を撮られたりして

いるのを見て、大変意義のあるイベントが出来たと感じています。 

 

３．今後の事業について 

 続けて取材を行い、２８年度には再利用事例総合図鑑を作成し、市民に更なる普及を進めてく予定です。

そして２９年度には歴史的建造物（古民家）の再利用にかかわらず、「小樽で暮らす意義や楽しみ」を記した

図鑑を作成したいと思っています。 

 また、今年度行ったコンテストも大変好評だったので、継続できるかどうかの検討を進めていきたいと思っ

ております。 

４．「小樽市ふるさとまちづくり協働事業」に関しての要望事項等 

 

 


